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ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査　
０
９
年
７
〜
９
月
期
の
実
績
と
今
後
の
見
通
し

若
干
の
回
復
基
調
に
伴
な
い
、

　
　

雇
用
過
不
足
感
も
「
過
剰
」
が
一
段
落
。

１
．
六
一
業
種
中
、
一
〇
業
種
が
「
う

す
曇
り
」（
一
六
・
四
％
、前
期
比
〇
・

六
ポ
イ
ン
ト
減
）
と
な
る
一
方
、

四
九
業
種
が
「
本
曇
り
」「
雨
」（
八

〇
・
三
％
、
前
期
比
横
ば
い
）
と

判
断―

―

現
在
の
業
況

〇
九
年
第
３
四
半
期
（
二
〇
〇
九
年
七
月

〜
九
月
）
の
業
況
は
、
今
回
回
答
が
あ
っ
た

六
一
業
種
の
う
ち
、
前
回
調
査
の
回
答
で
は
、

な
か
っ
た
「
晴
れ
」
が
今
期
は
三
・
三
％
（
二

業
種
）、「
う
す
曇
り
」は
、前
回
の
一
九
・
七
％

（
一
二
業
種
）
か
ら
一
六
・
四
％
（
一
〇
業

種
）
に
減
少
し
、「
本
曇
り
」
は
、三
四
・
四
％

（
二
一
業
種
）
か
ら
三
七
・
七
％
（
二
三
業

種
）
に
増
加
し
た
。「
雨
」
は
前
期
の
四
五
・

九
％
（
二
八
業
種
）
か
ら
、四
二
・
六
％
（
二

六
業
種
）
に
減
少
し
た
。
前
期
に
引
き
続
き
、

「
う
す
曇
り
」、「
雨
」が
減
少
し
て
、「
本
曇
り
」

が
増
加
し
、「
晴
れ
」
も
や
や
増
え
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査

は
同
一
の
モ
ニ
タ
ー
に
定
期
的
に
業
況
判
断

を
尋
ね
て
い
る
た
め
、
パ
ネ
ル
で
の
比
較
が

可
能
で
あ
る
。
業
況
観
に
つ
い
て
、「
本
曇

り
」「
雨
」
と
す
る
業
種
は
、
〇
三
年
第
４
四

半
期
の
四
〇
・
〇
％
を
記
録
し
て
以
来
、
一

貫
し
て
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
〇
七
年
第

１
四
半
期
か
ら
増
加
傾
向
に
転
じ
、
〇
八
年

第
２
四
半
期
で
初
め
て
五
〇
％
を
超
え
（
五

〇
・
七
％
）、
第
３
四
半
期
に
五
七
・
一
％

と
な
り
、
第
４
四
半
期
に
七
三
・
二
％
と
七

割
を
超
え
、今
期
は
前
期
に
引
き
続
き
八
〇
・

三
％
と
八
割
を
超
え
た
。
そ
の
中
身
を
み
て

み
る
と
、
前
期
と
同
様
に
、
も
っ
と
も
悪
い

業
況
感
で
あ
る「
雨
」が
減
少
し
、「
本
曇
り
」

の
割
合
が
伸
び
、
悪
い
な
が
ら
も
下
げ
止
ま

り
の
様
相
を
見
せ
て
い
る
。

「
快
晴
」「
晴
れ
」
と
す
る
企
業
は
、
〇
五

年
第
４
四
半
期
の
三
二
・
九
％
か
ら
〇
七
年

第
１
四
半
期
の
一
三
・
三
％
ま
で
下
降
し
た

の
ち
、
〇
七
年
第
３
四
半
期
の
二
六
・
八
％

と
上
昇
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
〇
七
年
第
４
四

半
期
に
一
五
・
五
％
と
大
き
く
下
降
し
、
前

期
の
〇
％
か
ら
、
今
期
は
三
・
三
％
と
な
っ

た
。

２
．
現
在
の
業
況
の
判
断
理
由

１
）「
う
す
曇
り
」
と
判
断
し
た
一
〇
業
種
の

主
要
な
理
由

「
う
す
曇
り
」
と
判
断
し
た
の
は
、「
食

品
」「
医
薬
品
」「
電
線
」「
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
」

「
外
食
」「
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
」「
警
備
」「
事
業

所
給
食
」「
遊
園
地
」「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（E

lectronics 
M
anufacturing S

ervice:
製
造
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）」
の
一
〇
業
種
。

「
食
品
」
は
、
国
際
穀
物
市
場
の
高
値
水

準
、
消
費
者
の
低
価
格
志
向
を
不
安
要
因
に

あ
げ
る
。「
事
業
所
給
食
」
も
同
様
に
、
競

争
相
手
と
な
る
外
食
の
値
下
げ
や
給
食
の
喫

食
率
の
低
下
を
あ
げ
る
。

「
医
薬
品
」
は
、
新
薬
開
発
に
大
き
な
経

費
が
か
か
る
こ
と
と
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
の

普
及
に
よ
る
利
益
率
低
下
を
あ
げ
る
。

あ
る
程
度
の
持
ち
直
し
の
傾
向
が
み
ら
れ

る
と
す
る
の
は
、「
電
線
」「
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ

ス
」
と
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」。
一
方
、「
警
備
」
は
、

低
迷
状
況
に
変
化
が
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
と

す
る
。

２
）「
本
曇
り
」「
雨
」
と
判
断
し
た
四
九
業
種

の
主
な
理
由

「
本
曇
り
」「
雨
」
と
判
断
し
た
業
種
は
あ

わ
せ
て
四
九
業
種
。

「
本
曇
り
」
と
判
断
し
た
業
種
は
、「
不
動

Ⅰ
．
業
況
予
想
：
先
行
き
不
透
明
感
強
く
、「
本
曇
り
」

の
割
合
が
伸
び
る（
〇
九
年
七
〜
九
月
期
の
業
況
）

ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
、
モ
ニ
タ
ー
企
業
、
事
業
主
団
体
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
第
４
四
半
期
か
ら
、
景

気
判
断
や
、
雇
用
動
向
を
定
点
観
測
的
に
調
べ
て
き
た
。
今
回
は
、
長
期
化
す
る
景
気
低
迷
に
よ
る
影
響
に
関
し
、
モ
ニ
タ
ー
企
業
、
事
業
主

団
体
の
業
況
観
と
と
も
に
、
前
回
調
査
（
〇
九
年
九
月
）
に
引
き
続
き
、
雇
用
情
勢
や
雇
用
調
整
施
策
等
に
つ
い
て
聞
い
た
。
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産
」「
水
産
」「
印
刷
」「
化
学
」「
石
油
精
製
」「
硝

子
」「
鉄
鋼
」「
非
鉄
金
属
」「
電
機
」「
造
船
・
重

機
」「
電
力
」「
ガ
ス
」「
鉄
道
」「
商
社
」「
自
動
車

販
売
」「
玩
具
等
販
売
」「
民
間
放
送
」「
情
報

サ
ー
ビ
ス
」「
事
務
処
理
サ
ー
ビ
ス
」「
ホ
テ

ル
」「
旅
行
」「
ゴ
ル
フ
」「
葬
祭
」
の
二
三
業
種
。

「
不
動
産
」
は
、
事
務
所
ビ
ル
空
室
率
上

昇
、
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
発
売
戸
数
の
低
迷
を

あ
げ
る
。

「
水
産
」
は
、
魚
価
低
迷
と
燃
油
価
格
の

高
騰
を
理
由
に
あ
げ
る
。

「
印
刷
」「
化
学
」「
石
油
精
製
」「
硝
子
」「
鉄

鋼
」「
非
鉄
金
属
」「
電
機
」「
造
船
・
重
機
」「
電

力
」「
ガ
ス
」「
自
動
車
販
売
」「
玩
具
等
販
売
」

「
民
間
放
送
」「
情
報
サ
ー
ビ
ス
」「
ホ
テ
ル
」

は
、
景
気
低
迷
に
よ
る
需
要
減
を
理
由
に
あ

げ
る
。
そ
の
う
ち
、「
硝
子
」「
鉄
鋼
」「
非
鉄
金

属
」
は
回
復
基
調
が
み
ら
れ
る
と
す
る
。

「
商
社
」
は
、
鉄
鉱
石
や
原
油
な
ど
の
価

格
下
落
に
よ
る
金
属
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の

不
振
を
あ
げ
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

影
響
を
理
由
に
あ
げ
る
の
は
、「
旅
行
」。「
鉄

道
」
は
、
堅
調
な
運
輸
部
門
と
比
べ
、
レ

ジ
ャ
ー
、
不
動
産
、
流
通
な
ど
の
関
連
部
門

が
不
振
で
あ
る
と
す
る
。

「
雨
」
と
判
断
し
た
業
種
は
、「
建
設
」「
住

宅
」「
パ
ン
・
菓
子
」「
繊
維
」「
紙
パ
ル
プ
」「
化

繊
」「
化
粧
品
」「
ゴ
ム
」「
セ
メ
ン
ト
」「
陶
業
」

「
石
膏
」「
金
属
製
品
」「
一
般
機
械
」「
工
作
機

械
」「
自
動
車
」「
遊
技
機
器
」「
港
湾
運
輸
」「
航

空
運
輸
」「
道
路
貨
物
」「
海
運
」「
百
貨
店
」「
電

器
小
売
」「
出
版
」「
専
修
学
校
等
」「
金
型
」「
職

業
紹
介
」
の
二
六
業
種
だ
っ
た
。

こ
の
う
ち
、
景
気
低
迷
に
よ
る
需

要
減
を
理
由
に
あ
げ
る
の
は
、「
建

設
」「
住
宅
」「
紙
パ
ル
プ
」「
化
繊
」「
ゴ

ム
」「
セ
メ
ン
ト
」「
陶
業
」「
石
膏
」「
金

属
製
品
」「
一
般
機
械
」「
工
作
機
械
」

「
自
動
車
」「
遊
技
機
器
」「
港
湾
運

輸
」「
航
空
運
輸
」「
道
路
貨
物
」「
海

運
」「
電
器
小
売
」「
専
修
学
校
等
」「
金

型
」「
職
業
紹
介
」。
そ
の
う
ち
、「
一

般
機
械
」「
工
作
機
械
」「
道
路
貨
物
」

は
、
回
復
基
調
に
あ
る
と
す
る
。

季
節
的
に
夏
季
に
消
費
が
落
ち
込

む
こ
と
を
理
由
に
あ
げ
る
の
は
、「
パ

ン
・
菓
子
」。

ま
た
、
需
要
減
に
単
価
の
下
落
が

加
わ
っ
て
い
る
と
す
る
の
は
、「
繊

維
」「
海
運
」。「
化
粧
品
」
と
「
百
貨

店
」
は
、
顧
客
の
低
価
格
志
向
が
経

営
を
圧
迫
し
て
い
る
と
す
る
。

「
出
版
」
は
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ

ア
と
の
競
争
な
ど
の
構
造
的
な
問
題

を
あ
げ
る
。

「
専
修
学
校
等
」
は
、
学
生
数
の

減
少
に
伴
う
構
造
的
な
問
題
に
加
え
、

景
気
の
悪
化
か
ら
進
学
を
断
念
す
る

者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に

あ
げ
る
。

３
）「
晴
れ
」
と
判
断
し
た
二
業
種
の

主
な
理
由

「
晴
れ
」と
判
断
し
た
業
種
は「
ク

レ
ジ
ッ
ト
」「
シ
ル
バ
ー
産
業
」
の
二

業
種
。そ
の
う
ち
、「
シ
ル
バ
ー
産
業
」

は
、
介
護
報
酬
改
定
、
政
府
の
緊
急

経
済
対
策
に
お
け
る
介
護
分
野
の
施

策
が
好
影
響
を
与
え
て
い
る
と
す
る
。

表１　第３四半期（2009年7～9月）の業況
業　況 業種数 業種

快晴 0業種

晴れ 2業種 クレジット、シルバー産業

うす曇り 10業種
食品、医薬品、電線、ホームセンター、外食、ネットビジネス、警備、事業所
給食、遊園地、ＥＭＳ（Electronics Manufacturing Service:製造アウトソーシ
ングサービス）

本曇り 23業種
不動産、水産、印刷、化学、石油精製、硝子、鉄鋼、非鉄金属、電機、造船・
重機、電力、ガス、鉄道、商社、自動車販売、玩具等販売、民間放送、情報サ
ービス、事務処理サービス、ホテル、旅行、ゴルフ、葬祭

雨 26業種

建設、住宅、パン・菓子、繊維、紙パルプ、化繊、化粧品、ゴム、セメント、
陶業、石膏、金属製品、一般機械、工作機械、自動車、遊技機器、港湾運輸、
航空運輸、道路貨物、海運、百貨店、電器小売、出版、専修学校等、金型、職
業紹介
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図 1　業況判断の推移
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Ⅱ　

現
在
の
雇
用
過
不
足
感
と
今
後
の
予
想
さ
れ
る
雇

用
面
の
調
整
策
に
つ
い
て

モ
ニ
タ
ー
調
査
で
は
、
二
〇
〇
八
年
第
３

四
半
期
か
ら
、
企
業
、
業
界
団
体
の
雇
用
過

不
足
足
感
や
雇
用
面
で
実
施
す
る
予
定
が
あ

る
調
整
策
な
ど
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
。
今

期
の
傾
向
は
、
前
年
同
期
と
比
べ
て
正
規
従

業
員
が
「
横
ば
い
」
と
す
る
企
業
が
増
加
し

て
、
非
正
規
従
業
員
、
派
遣
従
業
員
と
も
に

「
減
少
」
傾
向
が
見
ら
れ
る
一
方
、
雇
用
の

過
剰
感
が
若
干
落
ち
着
い
て
き
た
。

１
．
現
在
の
雇
用
過
不
足
感―

―

今

日
の
過
剰
感
が
落
ち
着
き
傾
向

現
在
の
雇
用
過
不
足
感
は
、
正
規
、
非
正

規
を
問
わ
ず
従
業
員
全
体
で「
適
当
で
あ
る
」

と
回
答
す
る
企
業
は
前
回
（
四
三
・
五
％
）

か
ら
三
・
六
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
四
七
・
一
％

と
な
っ
た
。「
や
や
不
足
し
て
い
る
」
も
前

回
（
八
・
七
％
）
か
ら
一
・
六
ポ
イ
ン
ト
増

え
て
一
〇
・
三
％
、「
や
や
過
剰
し
て
い
る
」

「
過
剰
し
て
い
る
」
は
前
回
（
四
七
・
九
％
）

か
ら
五
・
二
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
四
二
・
七
％

と
な
り
、
過
剰
感
が
若
干
、
落
ち
着
き
を
み

せ
て
い
る
（
図
２
）。

正
規
従
業
員
に
限
る
と
、「
適
当
で
あ
る
」

が
前
期
（
四
七
・
八
％
）
か
ら
八
・
一
ポ
イ

ン
ト
増
え
て
五
五
・
九
％
、「
不
足
」「
や
や
不

足
し
て
い
る
」
が
前
回
（
八
・
七
％
）
と
横

ば
い
の
八
・
八
％
、「
や
や
過
剰
し
て
い
る
」

「
過
剰
し
て
い
る
」
が
前
回
（
三
九
・
一
％
）

か
ら
三
・
八
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
三
五
・
三
％

と
な
っ
た
（
図
３
）。

３
．「
雨
」
の
予
想
が
約
５
ポ
イ
ン
ト

減
の
三
七
・
七
％
に―

―

〇
九
年

第
４
四
半
期
（
二
〇
〇
九
年
一
〇

〜
一
二
月
）
の
業
況
見
通
し

七
〜
九
月
期
に
「
本
曇
り
」「
雨
」
と
し
た

業
種
は
八
〇
・
三
％
だ
っ
た
が
、
次
期
（
一

〇
〜
一
二
月
）
の
業
況
予
想
で
も
今
期
と
同

じ
八
〇
・
三
％
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
今
期
に

「
雨
」
と
し
た
業
種
が
四
二
・
六
％
だ
っ
た

の
に
対
し
、
次
期
を
「
雨
」
と
予
想
す
る
業

種
は
三
七
・
七
％
へ
減
少
し
て
お
り
、
次
期

に
業
況
感
が
若
干
で
は
あ
る
が
上
向
き
加
減

と
な
る
と
予
想
し
て
い
る
業
種
が
増
え
て
い

る
（
図
１
）。

１
）
業
況
好
転
予
想
は
六
業
種

次
期
に
業
況
が
好
転
す
る
と
予
測
し
て
い

る
の
は
、「
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
」「
ガ
ス
」「
民
間

放
送
」「
化
繊
」「
道
路
貨
物
」「
出
版
」
の
六
業

種
。
こ
の
う
ち
、「
ガ
ス
」「
民
間
放
送
」「
化

繊
」「
道
路
貨
物
」「
出
版
」
は
、
需
要
が
回
復

基
調
に
あ
る
と
す
る
。

２
）
業
況
悪
化
予
想
は
一
業
種

次
期
に
業
況
が
悪
化
す
る
と
予
想
し
て
い

る
の
は
、「
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
」。「
需
要
回
復

の
見
通
し
が
立
た
な
い
と
す
る
。

非
正
規
従
業
員
の
み
で
は
、「
適
当
で
あ

る
」
が
前
回
（
五
五
・
一
％
）
か
ら
六
・
七

ポ
イ
ン
ト
増
え
て
六
一
・
八
％
、「
や
や
不
足

し
て
い
る
」
は
前
期
（
五
・
八
％
）
か
ら
一
・

六
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
七
・
四
％
、「
過
剰
」「
や

や
過
剰
し
て
い
る
」
は
前
回
（
三
四
・
八
％
）

か
ら
五
・
四
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
二
九
・
四
％

と
な
っ
た
（
図
４
）。

正
規
従
業
員
、
非
正
規
従
業
員
と
も
に
雇

用
過
不
足
感
が
「
適
当
で
あ
る
」
と
す
る
割

合
が
増
加
し
、非
正
規
従
業
員
で
は「
過
剰
」

と
す
る
割
合
が
減
少
す
る
な
ど
、
雇
用
の
過

剰
感
に
落
ち
着
き
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

２
．
今
後
に
実
施
す
る
予
定
の
あ
る

雇
用
面
で
の
調
整
策―

内
部
努
力
、

「
新
卒
採
用
抑
制
」
の
割
合
増
加

今
後
に
実
施
す
る
予
定
（
調
査
時
点
の
昨

年
一
二
月
現
在
）
の
あ
る
雇
用
面
で
の
調
整

策
に
つ
い
て
聞
い
た
設
問
の
回
答
は
、「
配
置

転
換
」（
三
六
・
八
％
、前
回
三
三
・
三
％
）、「
残

業
規
制
」（
三
五
・
三
％
、
前
回
三
一
・
九
％
）、

「
新
卒
採
用
抑
制
」（
二
六
・
五
％
、
前
回
二

一
・
七
％
）、「
一
時
金
カ
ッ
ト
」（
二
二
・
一
％
、

前
回
二
九
・
〇
％
）、「
出
向
転
籍
」（
二
二
・

一
％
、
前
回
二
六
・
一
％
）、「
契
約
社
員
、

臨
時
・
パ
ー
ト
の
雇
止
め
」（
二
〇
・
六
％
、

図２　雇用過不足感（従業員全体）

図３　雇用過不足感（正規従業員）
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前
回
二
一
・
七
％
）―

―

な
ど
の
順
と
な
り
、

前
回
調
査
よ
り
も
「
新
卒
採
用
抑
制
」
が
増

加
し
て
い
る
（
図
５
）。

一
昨
年
秋
か
ら
の
経
済
危
機
以
降
、
調
査

時
点
の
昨
年
一
二
月
現
在
で
実
施
し
た
雇
用

面
の
調
整
策
は
、「
配
置
転
換
」（
四
一
・
二
％
）、

「
一
時
金
カ
ッ
ト
」
と
「
残
業
規
制
」（
と
も

に
三
九
・
七
％
）、「
新
卒
採
用
抑
制
」（
三
六
・

七
％
）、「
契
約
社
員
、
臨
時
・
パ
ー
ト
の
雇

止
め
」（
三
五
・
三
％
）、「
一
時
帰
休
」（
二
九
・

四
％
）、「
不
採
算
部
門
・
工
場
等
の
縮
小
」（
二

七
・
九
％
）、「
出
向
、
転
籍
」（
二
六
・
五
％
）

な
ど
の
順
と
な
っ
た
（
図
６
）。

「
今
後
、
実
施
す
る
予
定
が
あ
る
」・「
実

施
し
た
」
雇
用
調
整
策
の
ど
ち
ら
も
、
時
系

列
で
比
較
す
る
と
、「
配
置
転
換
」、「
残
業
規

制
」、「
一
時
金
カ
ッ
ト
」
な
ど
の
内
部
努
力

の
割
合
が
高
ま
る
一
方
、「
新
卒
採
用
抑
制
」

の
割
合
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

３
．
前
年
同
期
と
比
較
し
た
雇
用
形

態
別
の
従
業
員
の
増
減―

―

非
正

規
、
派
遣
が
減
少
す
る
一
方
で
正

規
は
増
加
傾
向

正
規
従
業
員
、
非
正
規
従
業
員
（「
派
遣

従
業
員
」「
退
職
後
の
再
雇
用
を
除
く
」）、
派

遣
従
業
員
の
雇
用
形
態
別
に
前
年
同
期
と
比

較
し
た
従
業
員
の
増
減
を
聞
い
た
設
問
で
は
、

正
規
従
業
員
で
「
大
幅
に
増
え
た
」「
や
や
増

え
た
」
と
す
る
企
業
は
一
九
・
二
％
（
前
期

三
三
・
三
％
）、「
横
ば
い
」
が
五
二
・
九
％
（
前

期
三
七
・
七
％
）、「
や
や
減
少
し
た
」「
大
幅

に
減
少
し
た
」
が
二
八
・
〇
％(

前
期
二
七
・

五
％)

と
な
り
、「
横
ば
い
」
が
伸
び
た
。

非
正
規
従
業
員
（「
派
遣
従
業
員
」、「
退
職

後
の
再
雇
用
を
除
く
」）
で
は
、「
大
幅
に
増

え
た
」「
や
や
増
え
た
」と
す
る
企
業
は
一
〇
・

図４　雇用過不足感（非正規従業員）

図５　予定している雇用面での調整策
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図６　経済危機以降、実施した雇用面の調整策
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三
％
（
前
期
一
〇
・
二
％
）、「
横
ば
い
」
が

三
九
・
七
％
（
前
期
四
七
・
八
％
）、「
や
や

減
少
し
た
」「
大
幅
に
減
少
し
た
」
が
四
七
・

一
％
（
前
期
三
七
・
六
％
）
と
な
り
、「
減
少
」

傾
向
が
強
ま
っ
た
。

派
遣
従
業
員
で
は
、「
大
幅
に
増
え
た
」「
や

や
増
え
た
」
と
す
る
企
業
は
一
・
五
％
（
前

期
二
・
九
％
）、「
横
ば
い
」
が
三
〇
・
九
％
（
前

期
二
七
・
五
％
）、「
や
や
減
少
し
た
」「
大
幅

に
減
少
し
た
」
が
六
一
・
八
％
（
前
期
五
〇
・

八
％
）
と
な
っ
た
（
図
７
）。
前
期
の
結
果

と
比
較
す
る
と
、正
規
従
業
員
で「
横
ば
い
」

が
増
加
し
た
一
方
で
、
非
正
規
従
業
員
、
派

遣
従
業
員
と
も
に
「
減
少
」
傾
向
が
み
ら
れ

る
。

（
調
査
・
解
析
部　

山
崎　

憲
）

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
は
、
企

業
、
事
業
主
団
体
、
企
業
別
労
働
組
合
、

産
業
別
労
働
組
合
を
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
、

年
四
回
、
定
点
観
測
的
に
景
気
判
断
や

雇
用
動
向
、
労
使
の
課
題
な
ど
を
尋
ね

る
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー

調
査
」
を
実
施
し
て
い
る
。
今
回
の
調

査
の
対
象
は
、
当
機
構
の
ビ
ジ
ネ
ス
・

レ
ー
バ
ー
・
モ
ニ
タ
ー
に
登
録
し
た
民

間
企
業
九
一
社
、
事
業
主
団
体
五
二
団

体
。
調
査
方
法
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
専
用
回
答
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
利
用

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
、
調
査
時
期

は
二
〇
〇
九
年
一
二
月
八
日
〜
一
二
月

一
八
日
。
回
答
状
況
は
、
民
間
企
業
六

八
社
（
回
収
率
七
四
・
七
％
）、
事
業

主
団
体
四
六
団
体
（
同
八
八
・
五
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
は
、
企
業
モ
ニ
タ
ー
と
事
業
主

団
体
モ
ニ
タ
ー
の
業
況
判
断
に
つ
い
て
、

〇
九
年
第
３
四
半
期
（
七
〜
九
月
）
と

〇
九
年
第
４
四
半
期
（
〇
九
年
一
〇
月

〜
一
二
月
）
を
、「
快
晴
」「
晴
れ
」「
う
す

曇
り
」「
本
曇
り
」「
雨
」
の
五
段
階
で
尋

ね
た
結
果
を
ま
と
め
た
（
業
況
評
価
結

果
を
数
値
化
し
、
各
業
種
の
業
況
評
価

を
、
企
業
平
均
と
事
業
主
団
体
の
平
均

で
算
出
し
た
結
果
を
集
計
）。
業
種
は
、

企
業
モ
ニ
タ
ー
と
団
体
モ
ニ
タ
ー
を
合

わ
せ
、
六
一
業
種
の
回
答
を
得
た
。

調
査
の
趣
旨

1.5%

17.7%

52.9%

22.1%

5.9%
1.5%

8.8%

39.7%
30.9%

16.2%

1.5%

30.9% 26.5%
35.3%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

正規従業員

非正規従業員（「派遣
従業員」「退職後の再
雇用」を除く）

0.0%0.0% 派遣従業員

図７　前年同期比、雇用形態別の従業員の増減（N=68）
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